


















「久米島らしさ」って、なんだろう？
アンケートで投げかけた、「あなたが思う『久米島らしさ』とは？」という質問。寄せられたたくさんの
言葉（自由意見）を分析しました。言葉と言葉のつながりを線で結んだ「キーワード関係図（共起ネット
ワーク図）」を見てみると、私たちが大切にしている「3つの宝物」が浮かび上がってきました。

圧倒的な土台！「豊かな自然」
（図の右下・黄色 /紫エリア）
多くの住民が「海」「山」「水」など
の自然環境を久米島らしさの筆頭に
挙げています。単に景色がきれいな
だけでなく、「リゾート化されすぎ
ていない、手つかずの自然」や「固
有種が多い生態系」を誇りとしてお
り、島外出身者からは「癒やしの場」
としても高く評価されています。

温かい「人」と「ゆいまーる」の精神
（図の中央～左・青エリア）
自然と同じくらい多く挙げられたのが、人の魅力
です。「親切」「温かい」「おおらか」といった気質や、
困った時に助け合う「ゆいまーる」の精神が根付
いていることが特徴です。特に島外出身者からは
「誰でも受け入れてくれる寛容さ」が、久米島出
身者からは「人との強いつながり」が強調されて
います。

少しの不便と「素朴な暮らし」
（図の右上・黄色エリア）
「久米島紬」や「角力（すもう）」などの伝統文化・
行事を大切にしている点も、独自のアイデンティ
ティとして認識されています。また、都会的な便
利さはないものの、「のんびりした時間」や「ちょ
うどよいコンパクトさ」といった、素朴で地に足
のついた暮らしぶり自体を「らしさ」と捉える声
も多く見られました。

歴史とつながりが誇り！
「球美の島」という歴史的背景や、「久米島紬」「角力（す
もう）」などの伝統文化をアイデンティティとして挙げ
る傾向があります。また、「人と人とのつながりが強い」
「助け合い（ゆいまーる）」など、地域社会の内側の絆
を重視しています。

「久米島らしさ」キーワード関係図（共起ネットワーク図）

出身で見ている景色が違う？

【図の見方】
○（円）の大きさ：たくさんの人が挙げた言葉ほど、
大きく表示されます。
－（線）のつながり：セットで語られることが多い
言葉同士が結ばれています。

久米島出身の方の視点

「ありのまま」と「温かさ」に感動！
リゾート化されすぎていない「手つかずの自然」や、「固
有種」の多さに価値を感じています。<br> 人間関係で
は、「誰でも受け入れてくれる」「よそ者扱いしない」
といった、島の人々の寛容さ・優しさに魅力を感じて
いるのが特徴です。

久米島出身の方の視点
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子ども町長の島づくり
「あなたが久米島町長になったら、どのような町にしたいですか？」島の中学生・高校生319人に、理想
の島のキャッチコピーと、そのための公約（取り組み）を考えてもらいました。そこには、大人がハッと
するような「夢」と「リアル」が詰まっていました！子どもたちが考えた島づくりアイディアの一部を紹
介します。

将来Uターンしたいからこそ、大人が驚くほどシ
ビアに「働く環境」を見ています。

「仕事」と「お金」の問題に切り込む！

U ターンして働きたいと思える島づくり

最低賃金を上げる、給料を増やす。

旧具志川村側にも店舗や職場を増やす。

戻ってきたいと思えるよう魅力いっぱい島づくり

隠れている魅力を引き出す。

今、久米島に足りていない制度を増やす。

住み続けられる島づくり
久米島で作ったものを久米島で売る（地産地消）。

ショッピングモールを作る。

自分たちの遊び場だけでなく、高齢者や弱者への視
点をしっかり持っています。

揺るがない安心と笑顔をつくる！

中学生・高校生に聞きました！島への愛着・誇りを感じていますか？

笑顔あふれる自由な島

介護や保育、医療の公共的なサポートを充実さ

せる。

子どもや学生が活躍できる場を増やす。

みんなが過ごしやすい島

たくさんの町民の意見を積極的に取り入れる。

医療関係のことをもっと充実させる。

安心・安全くらしやすい島
みんなで助け合う。

自然災害に備えた施設を増やす。

島の宝である自然を守りつつ、グローバルな視点で
島の価値を高めようとしています。

「自然」を守り、「外」とつながる！

グローカル（Global×Local）な島づくり

島のそのままを大切にして、もっといろんな所

から人を呼ぶ。

一部リゾート化する。

自然豊かな島づくり

 SDGs にもっと取り組み、小中高にも声をかける。

松が枯れるのを止める。

県内外との交流が盛んな島づくり
お土産フェアや、リモートで県外の高校生と話

すきっかけを作る。

2.8％ 感じていない

4.7％ どちらかといえば感じていない

44.8％どちらかと言えば感じている

47.6％感じている 美しい海や固有の生態系といった圧倒的な自然の豊かさと、島の人々の優

しさがもたらす安心感に加え、生まれ育った故郷であるという深い愛着が

主な理由となっています。

商業施設や遊ぶ場所が少なく生活に不便さを感じることや、街や海が汚れ

ているという環境面への不満、また転入して間もないことによる島との関

わりの薄さが主な理由として挙げられています。

子ども町長たちの提案は、決して「夢物語」ではありません。
「賃金を上げてほしい」「医療を充実させてほしい」「自然を守っ
てほしい」。これらは、今の久米島が直面している課題そのも
のです。第3次総合計画では、この「未来の町長たちからの
提案」に、私たち大人が本気で向き合っていきます！
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久米島の光と影
「久米島の好きなところは？」「直してほしいところは？」アンケートに寄せられた言葉（自由意見）を年
代別で分析しました。言葉と言葉のつながりを線で結んだ「共キーワード関係図（共起ネットワーク図）」
からは、私たちが誇りに思う「光（魅力）」の部分と、暮らしの中で抱える切実な「影（課題）」の部分が、
くっきりと浮かび上がりました。

「久米島の光（魅力）」キーワード関係図（共起ネットワーク図）

「久米島の影（課題）」キーワード関係図（共起ネットワーク図）

【図の見方】
○（円）の大きさ：たくさんの人が挙げた言葉ほど、大きく表示されます。
－（線）のつながり：セットで語られることが多い言葉同士が結ばれています。

全世代の共通点
（中心に集まるほど共通するキーワード）
自然と人の温かさ 世代を問わず、圧倒的に多くの
人が「美しい海や自然」と「人の温かさ（親切・助
け合い）」を久米島の宝として挙げています。

 10～20 代（学生・若者）
「学校」や「友達」との距離の近さなど、日々の生
活圏における身近なつながりに魅力を感じていま
す。

30～40 代（子育て世代）
「静かな環境」や「子育て」のしやすさを評価して
おり、落ち着いた暮らしができる点を重視していま
す。

50～60 代（ベテラン世代）
地域での「協力」や「親切」さなど、社会的なつな
がりや相互扶助の精神を高く評価しています。

70 代以上（シニア）
「顔なじみ」との関係性や、「静か」で穏やかな暮ら
しそのものに安心感と愛着を感じています。

全世代の共通点
（中心に集まるほど共通するキーワード）
「医療」「交通（移動手段）」「買い物などの生活利便
性」の不足は、全年代にとっても共通の悩みであり、
最優先で解決すべき課題として認識されています。

 10～20 代（学生・若者）
移住者や若者が住むための「住宅（居場所）」不足や、
「ゴミ」処理などの生活環境の管理・整備を求めて
います。

30～40 代（子育て世代）
「静かな環境」や「子育て」のしやすさを評価し、
落ち着いた暮らしができる点を重視しています。

50～60 代（ベテラン世代）
「役場（職員）」の対応やサービス向上、そして生活
道路などの「インフラ整備」に対して厳しい視点を
持っています。

70 代以上（シニア）
「道路（歩きやすさ）」や、雑草などの「景観（きれ
いさ）」の維持管理といった、身近な生活環境の課
題を気にしています。


